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豚の分娩前後のボディコンディションスコアを指標とした繁殖豚の飼養管理
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1 は じ め に

繁殖豚の分娩前後における飼養管理が生産性に与える影

響は大きい。そこで Caddの は寛骨突起周囲の体脂肪の付

着状態を指標としたボディコンディションスコア (以下

「 B CSJと 略す)を利用した母豚管理手法について提唱
している。これは,体脂肪が母豚の繁殖エネルギー源であ

るため,分娩前後の体脂肪を適正に維持することで,母豚
の緊殖性を高く維持するための手法である。今回,そ の手

法をもとに分娩前後の母豚の栄養状態が,産子数や育成率,

離乳後の発情回帰日数に及ぼす影響について検討した。

2試 験 方 法

は)BCS判定基準
BCSは Gaddの 及び井口1)の方法に従った。すなわち

,

寛骨部の脂肪の体付着状況及び全身の状態による分類に基

づき実施した (図 1,2,3,表 1)。
②)供 試 豚
当場で系統造成後維持増殖しているランドレース種系統

豚 (フ クシマL)の初産から3産 までの延68頭について
1996～1999の 3ケ年にわたり調査を行った。

3)調査項目
BCSは分娩予定日3日前及び離乳時 (分娩後21日 )に
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表2 分娩前 BCS別繁殖成績
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測定した。また,繁殖性については総産子数,生存産子数,

死産頭数,産子の分娩時体重・ 離乳時体重 (21日 齢),育

成率及び発情回帰日数について調査した。

3 試験結果及び考察

0)分娩前 BCSと繁殖育成成績との関係
分娩前 BCSが高まるにつれて,総産子数,生存産子数

及び育成率は高まる傾向にあったが,産子の 1頭当たりの

増体量 (体重増加量/離乳頭数)は低く,発情回帰日数は

伸びる傾向にあつた (表 2)。

これにより分娩前 BCSを 30か ら35の状態で飼養管理

したものが,子豚の育成及び母豚の繁殖性から総合的に判

断し,最も適正と考えられた。このことは,Cadd"と 井
日 )`の報告と一致するものであった。

2)分娩前後のBCS変化量と繁殖育成成績との関係

分娩前後のBCS変化量 (分娩前 BCS― 分娩後 BCS)

は0～ 10の範囲で育成率が高かかった。発情回帰日数は,

BCS変化量が低いほど早い傾向を示していた。 1頭当た

りの増体量 (体重増加量/離乳頭数)は BCS変化量が
-05～05で高かったが,こ れは離乳頭数が少ないことに

よるものと思われた (表 3)。

このことから,分娩前後の BCS変化量は0～05の範囲

になるよう調整することが,産子の育成成績 ,母豚の発情

の早期回帰の両面から望ましいものと思われた。また,こ

の結果についてもGaddの と井口
1)の報告を支持するもの

であった。

13)以上のことから,妊娠後期から分娩直前まではBCS

を30になるように飼料給与量を調整し,分娩後は授乳量
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表3 BCS変化量別繁殖成績
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を考えた飼料給与により母豚の BCSの変化量を 0～05の

間になるよう栄養管理を行うことにより,繁殖成績の向上

と子豚の育成率向上が期待され,Gadd2)と 井口
1)の報告

を支持するものであった。

このように,繁殖豚を管理する上で BCSを指標として

栄養管理を行うことは,実際の養豚現場では BCSの判定

方法が容易であることもあり,有用な手段であると考えら

れる。

4 ま  と  め

母豚のBCSが子豚の育成及び母豚の繁殖性に及ぼす影

響について検討した結果 ,

(1)母豚の分娩前の飼養管理において分娩前BCSを 30

から35の状態で飼養管理したものが,子豚の育成及び母

豚の繁殖性から判断し,適正と考えられた。

(21 分娩前後の BCS変化量 動 前 BCS―分娩後BCS
は0～05の間になるよう栄養管理を行うことにより,繁

殖成績の向上と育成率向上が期待された。

(3)以上からBCSを指標とした母豚の管理手法は,判

定も容易であることから,実際の養豚現場では有用な手法

であると考えられた。
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